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■□■ショートコメント■□■ 

◆「三國志」大好き人間の私としては、“新解釈”の『三國志』は必見！お笑い風仕立ては

最初からわかっているが、良質なコメディならOKだ。予告編を見れば、［魏軍80万］vs

［蜀・呉連合軍3万］か激突した「赤壁の戦い」をハイライトにしていることは明らかだ

から、ジョン・ウー監督の娯楽超大作『レッドクリフ PartⅠ（赤壁）』（08）（『シネマ34』

73頁）、『レッドクリフ PartⅡ（赤壁 決戦天下）』（09）（『シネマ34』79頁）との対比

も不可欠！そんなワクワク感で試写室に赴いたが・・・。 

 

◆冒頭に見る、「三國志」の“新解釈”を講義する学者を演じるのは西田敏行。若き日の彼

が出演した『敦煌』（88年）は名作だったが、あれから32年、彼も年を取ったものだ。 

それはともかく、彼の”新解釈”の第一は、あっと驚く「連環の計」のストーリー。「桃

園の誓い」を結んだ、劉備、関羽、張飛の3人は、「三顧の礼」をもって孔明を軍師に迎え、

「黄巾の乱」を鎮めるべく立ち上がった。しかし、後漢の都・長安を目指す中で、義勇軍

は分裂。その後は、幼い皇帝を思いのままに操る菫卓の支配が続いていた。彼のそばには、

英雄・呂布がついていたから、彼を倒すためにはこの2人を引き離し、反目させることが

不可欠だが、そのための戦術は？ 

 中学生の時の私がこの「連環の計」の物語を読んだ時は、一方ではなるほどと思い、他

方では貂蝉の美しさはどんなレベル？と想像たくましくしていたが、本作に見る「連環の

計」は？ 

 

◆ジョン・ウー監督の『レッドクリフ PartⅠ（赤壁）』、『レッドクリフ PartⅡ（赤壁 決

戦天下）』では、周瑜の妻で、「江東の二喬」と呼ばれた絶世の美女・小喬（林志玲（リン・

チーリン））と、孫権の妹・孫尚香（趙薇（ヴィッキー・チャオ））の 2 人が、大きな役割
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を果たしていたが、“新解釈”では、孔明の妻・黄夫人（橋本環奈）が大きな役割を果たす

ので、それに注目！ 

「赤壁の戦い」の前哨戦では、「３日のうちに１万本の矢を準備する」と孔明が約束し、

それを実現したのは有名な逸話。また、曹操の軍船を火攻めにするべく、この季節には絶

対に吹かない東南の風を孔明が呼び込んだのも有名な逸話。それ自体は、れっきとした史

実だが、“新解釈”における、その物語の展開は？なるほど、なるほど・・・。 

 

◆「三國志」の楽しみ方は人それぞれ。小説があればマンガもあり、映画があればＴＶド

ラマもあり、歌舞伎もある。また、その解釈が人それぞれ自由であることが、日本学術会

議問題を持ち出すまでもなく、学問の自由だし、表現の自由に結びつくことにもなる。 

その意味で、“新解釈”による「三國志」が完成したのは喜ばしい限りだ。また、「天下

無双のエンターテインメント超大作」を目指すのも大いに結構。私も心の底から大声で笑

えるそんな本作に期待したが、くだらないギャグのオンパレードは如何なもの？ギャグの

連発とエンタメとは全然違う。私はそう思うのだが・・・。 

２０２０（令和２）年１１月１８日記 

 

 


